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セミナー内容

 有尾両⽣類（イモリやアホロートル）は、脊椎動物の中でも類を⾒ない驚異的な
器官再⽣能⼒を誇ります。⼀⽅、無尾両⽣類（アフリカツメガエル）は幼⽣期に再
⽣できるものの、変態後にはその能⼒を失う――この対照的な現象は、両⽣類再⽣
研究の重要な⼿がかりとなっています。我々はこの差異に着⽬し、再⽣の分⼦機構
を解明する研究を進めてきました。特に、発⽣や器官形成に必須なShh�やFgf�遺伝
⼦群が、再⽣時に発⽣期とは異なる制御と役割を持つことが明らかになっていま
す。例えば、Fgf10�⽋損イモリでは後肢に形成異常が⾒られますが、異常肢を切断
すると五本指に戻る「超再⽣」が誘導されます（参考⽂献1）。さらに、イベリア
トゲイモリの20Gb�ゲノム解読と転写制御領域の機能解析により、Shh�の再⽣特異
的転写制御を裏付ける分⼦的証拠も得ています（参考⽂献2,�3）。加えて、多点時
系列bulk�RNA-Seq、single�cell�RNA-Seq、spatial�RNA-Seq�を駆使し、イモリ
とカエルの四肢再⽣過程における⼤量のトランスクリプトームを時空間的に⽐較解
析した結果、両者に共通する経路と、種特異的な差異が明らかとなりました。現
在、この知⾒を応⽤し、カエル成体の失われた再⽣能⼒の回復に挑戦しています。
本セミナーでは、これらの研究成果を踏まえ、「なぜ有尾両⽣類だけが完全再⽣を
達成できるのか？」という根本的な問いに分⼦レベルで迫ります。
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